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Ⅰ はじめに

我々看護者が,患者の身体に触れることは,職業上,不可欠なことであるが,無意識に自分自身

の身体に触れることに比べ,たいへん神経を使うものである｡

一方患者は,日常の看護援助の中で,皮膚接触により様々な身体的,精神的影響を受けていると

思われるが,それを生理学的側面から捉えた研究は少ない｡

そこで,人の手が額に接触すること (以下touchと略)を皮膚血流により,生体反応として測定

する実験を行い,さらに,自分の手と他人の手によるtouchの場合とを比較したので報告する｡

Ⅱ 実験方法

期間は,昭和62年8月1日～9月3日で,予備実験を10日間,本実験を2日間行った｡対象は,

第 1被験者 (皮膚血流を測定される者)は,看護学部女子学生3名｡第2被験者 (第 1被験者に

tollChする者)は同一看護婦 1名とした｡測定装置は,Shincorder. CTE301型皮膚血流計を

使用し,測定部位は,左母指球で熟電素子は,i)萩原らの報告のように,加温側は鮒 に置かぬよう固

定した｡第 1被験者の体位は仰臥位閉眼とし,自分touchの動作の影響を少なくするために,右腕は

肘関節屈曲挙上位にて枕をあて

リラックスした状態とした｡

toucb部位は額で10秒間｢熱

をみる動作｣を行い,第 1被験

者には,声をだして数をかぞえ

ること (以下数唱と略)を負符

した｡環境条件は,室温が20-

25℃,湿度が72-79%の防音装

置付き暗室にて行い,実験時は

クーラーを止め,第 1被験者に
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図- 1 実験期日とプログラム

は,外気温の影響を避けるため

に,タオルケットで全身を被覆した｡実験期日とプログラムは図-1のどとくである｡
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図-2 数唱における皮膚血流



Ⅲ･結果及び考察

それぞれ3名の被験者を例 1,例 2,例3とした.実験データは表-1参照.図-2は予備実験

の皮膚血続の波形である｡例 1に他人 to11Ch を行ったところ一過性の皮膚血流減少がみられた｡

上へ行くはど電圧が上昇し,血流が減少傾向にあることを表わしている｡血流変動幅は,最高波ま

での高さを〟Ⅴに換算し表わした｡このように初回の反応はよいが,touchを繰り返すと,慣れま

たは疲労のためか,あまり影響がみられなかったため精神統一としての数唱を行った｡この場合は

1-10までの数唱できれいな反応がみられた｡そこで,数唱を3回繰り返し,その中間で他人

touchを行ったときは,図-3のような皮膚血流となり,touchの影響が表われているが,次の実

験では,同じ負荷でも全く反応がみられなかった｡被験者に実験時の様子を聞くと｢眠かったけど

眠らなくってボーとしていた｣ということであった｡それで本実験での数唱は,2-20までの偶数

を3回繰り返す負荷ときめた｡
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図-3 toucb十数唱における皮膚血流
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図-4は3名の実験データをtanβに100倍 したものにより全体をみたものである｡このように

3者共に,touchと数唱により皮膚血流の変動がみられた｡皮膚血流低下率は,自分touchが 100

%,他人touch が67%,数唱が79%,数唱十touch が92%であった｡

図-5は,数唱,数唱+touch,touchにおける平均値をグラフにしたもので,3つの刺激に対

する反応の個性がよりはっきりとみえる｡

(斗 位 .･t▲nO x 100)

図-4 touchと数唱による皮膚血流の変動
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図-5 数唱,数唱十touch,touchにおける皮膚血流変動値
(×,左からn-8,∩-4,n-7)
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図-6は,数唱による皮膚血流変動へのtouchの影響であるが,例1と例3では,負の上昇方向

-,例2では負の上昇方向は1つのみで,他の3つは負の下降方向となっている｡
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図16 数唱による皮膚血流変動 touchの影響 o :放 ta I: Itouch
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次に,自分と他人touch の反応をみた｡

図-7は,tollCh刺激に対しての差であるが,例 1では,他人touchの方に例2,例3では,

自分touch-の反応が強かった｡

図-8は,数唱刺激に対しての差であるが,例 1,例2では差が少なく,例3で自分touchの

時の反応が強かった｡

図-9は,数唱+touch の刺激に対する差であるが,3者共に自分 touchの時の方がより強
2)3)

く負の方向に変動した｡これは,自分 touchの場合が,他人 touchに比べ精神的因子の負荷がよ

り加わり皮膚血流が著明に減少したものと考える｡

以上のように,熟電素子による皮膚血流計を用い,touchに対する生体反応を数唱刺激を負荷 し,

母指球にて測定することができた｡また,測定中に,皮膚血流として,ほとんど反応を表わさない
4) 1)5)

場合があったが,これは刺激の強弱と注意 (覚醒)の有無,さらに皮膚血流そのものの自然動揺が

関与しているものと思われる｡
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図-7 touch(itouch,You touchの差)における皮膚血流変動値
(戻,n:Ⅰ-3,Y-4)
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図-8 数唱 (Itouch, You touch) 図-9 数唱+todch (Itouch, You touch)
における皮膚血流変動値 における皮膚血流変動値

(文,n-4) (戻,n-2)

Ⅳ まとめ

1. 3名の被験者において,自分 touchが100%,他人 touchが67%,数唱が79%,数唱+

touch が92%の割合で,皮膚血流減少のがあった｡

2.数唱と touch とを同時に行った場合の平均値では,3者共に自分 touchの時の方が,他人

touch に比べ,皮膚血流低下が大であった｡

3.数唱負荷による皮膚血流変動幅は,touchにより影響をうけた｡

4.皮膚血流が自分 touch,他人 touch にもほとんど影響を表さない場合が若干みられた｡

尚,本論文の要旨は,第14回 日本看護研究学会 (1988.7月)にて発表した｡
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